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種  類 生活指導基準 

映 画 保護者の責任において鑑賞 

興業（ショー等） 保護者の責任において鑑賞 

ｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰ・ｹﾞｰﾑｺｰﾅｰ 保護者または保護者代理が同伴のこと 

喫茶店・飲食店 保護者または保護者代理が同伴のこと 

ボーリング場 保護者または保護者代理が同伴のこと 

カラオケボックス 保護者または保護者代理が同伴のこと 

ビリヤード 保護者または保護者代理が同伴のこと 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｶﾌｪ・漫画喫

茶 
保護者または保護者代理が同伴のこと 

その他 

・みだりに盛り場，ショッピングセンタ

ー等を徘徊しないこと 

・不良出版物を読まないこと 

・インターネット，携帯電話等の使用の

仕方（長時間使用やトラブルに注意） 

 

※外出時間  

（４月 ～９月）・・・午後７時３０分 

（１０月～３月）・・・午後６時３０分 

※夜間外出，友人宅への 

外泊は禁止です。 

 

この指導部だより「一灯照隅（いっとうしょうぐう）」も

最終号になりました。もともと指導部だよりは、生徒指導

部からのお便りとして、生活面でみんなに伝えなきゃいけ

ないこと、注意してほしいことを伝えるものとしてスター

トさせました。ですが、徐々にこのお便りの持つ意味はか

なり変わっていきました。内容でいえば、単なる「生活指

導」だけでなく、みんなのあったかい言動や、駅伝・アン

サンブルコンテストでの活躍、地域の方々から寄せられる

いろんな声が登場するようになりました。『今年の灯中って

すごいんだよ！』って、みんなに、また保護者の皆さん

に、地域に知ってもらいたくて、紹介するようになりまし

た。先生の独り言を【先生のらくがき帳】としておそるお

そる(笑)載せていましたが、みんなの作文や感想を紹介す

る場としても大きな位置を占めるようになっていきまし

た。いじめ撲滅の川柳の作品、タイムマネジメントデーや

駅伝などの感想、３年生の一行詩などからは、その時みん

なが何を考え、何に悩んでいたかが伝わってきました。 

内容の変化は質的な変化をも、もたらしました。みんな

のための指導部だよりのはずなのに、号を重ねるうちに、

先生にとって大切なものになっていったのです。 

もともと中学の先生って、小学校と違って生徒と付き合

う時間って限られてるじゃないですか。 

しかも今年度の先生は、学級担任を外れて 

指導部長･･･会議は増え、大人を相手の 

仕事ばかり･･･ 

だから先生にとってみんなの方を向いて仕事をしている

と感じることができたのは授業の時。「あー、授業の時に元

気になれるなんて、自分はシアワセな教師だなぁ」なんて

感じることができました。それはそれで新しい発見ができ

てうれしかったのですが、やっぱり『物足りない』。授業だ

けでは、いつもかもみんなの笑顔が見られるかというと、

そうではない。そういう意味で、このスタイルの指導部だ

よりは先生にとって、みんなの方を向いていると実感でき

る、指導部長の仕事の大きな一つだったんだと認識するこ

とができました。 

 ただこれも、お便りに対してみんなやお家の方のうれし

い反応があったからこそ、笑顔で元気に続けることができ

ました。１年間のおつきあい、ありがとうございました。 

卒業生のみんなも、＜自分自身が笑顔で元気に＞いられ

るように、いろんなことに挑戦していってください。 

ずっと、ず～っと応援しています！ 

生徒指導部より ☆春休みは、気の緩みに用心！３１日までは灯中生です！ 

学年末・学年はじめ休業は、今年度の締めくくり、そして希望を持って新年度に臨むための大切な休みです。 

天気が良くなり、気温も上がり、どうしても気がゆるみがちになるのもこの春休みです。卒業生の皆さんは、 

新たなステージへのステップアップをひかえ、自分自身がさらに大きく成長するように、新たな目標を持って 

新年度を迎えましょう。 

 

 

 

 

 

【先生のらくがき帳】 〔福井地区生徒指導の共通理解〕 

名前や学校名、制服や体操服など個人情報が特定される

ネットへの書き込みはしてはいけません。警察もネット

パトロールによって、注意・監視しています。 

また、今年度は昨年度と比べて補導数が増加しており、 

事件や事故にまきこまれないよう注意しましょう。 

特に、この春休み中やいろんな場所で 

開催される祭などのイベントでは 

補導体制が強化されます。ルール 

をしっかり守って、自分や仲間を 

守りましょう。 


